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津市子ども・子育て支援事業計画

基本理念

計画策定の姿勢

津市子ども・子育て支援事業計画とは

津市子ども・子育て会議の設置 アンケート調査の実施
　学識経験者や子育て支援に関わる人、市民の皆
さんなどに委員として参加していただき、計画内
容の検討や意見交換を行いました。

　市内の小学生以下の子どもがいる家庭を対象に
アンケート調査を行いました。(約6,000世帯)

　アンケート調査から、津市の子育て家庭の状況、教育・保育施設や地域子ども・
子育て支援事業に対する利用希望・利用状況の把握を行いました。ニーズの把握

　利用する人のニーズに見合った施設や支援の充実を図るため、津市内を10の区域に
分け、区域毎に必要な施設や支援の量と、提供する方法、時期について計画しました。

区域の設定
整備の計画

　平成27年度から５年間、担当部署での点検・評価を行うとともに、津市子ども・
子育て会議委員の意見を伺いながら、計画に沿って支援体制の整備や支援への取り
組みを進めます。

計画の推進

　平成27年4月から、子ども・子育て支援新制度がスタートしました。新制度では、
一人一人の子どもが健やかに成長できる社会の実現を目指し、子育て家庭へのさまざ
まな支援の充実や拡大に取り組みます。

　教育・保育の提供と子育て家庭への支援を充実
するため、今後５年間の具体的な子育て支援施策
や目標値などを策定した計画です。計画の策定に
当たっては、アンケート調査を行うとともに、津

市子ども・子育て会議の委
員に意見を伺い、津市の子
育て家庭の実情に沿うよう
努めました。

計画の基本理念と策定の姿勢

計画の策定と推進

　「子どもの輝きが未来につながるまち・津」
　この計画により、子どもが健やかに育ち、子ど
もの輝きが親たちに喜びと生きがいを与え、地域
に輝かしい未来をもたらすことを目指しています。

　次の３つの視点を重視して、計画を推進するた
めの施策に取り組みます。
①子どもへの視点　子どもの権利を尊重し、子ど

　もにとっての最善の利益の実現を重視します。
②保護者への視点　保護者全てが子育ての喜びや
　生きがいを感じ、伸び伸びと子育てをしながら、
　親としても成長できるような支援を行います。
③社会・地域への視点　子どもと保護者が地域と
　つながりを持って、さまざまな年代・立場の人々
　が子育てに関われる環
　境づくりを進め、津の
　良さを生かした、子育
　てしやすいまちを目指
　します。


